
 

『
日
華(

台)

親
善
友
好
慰
霊
訪
問
団
を
代
表
し
、 

 
 

 

原
台
湾
人
元
日
本
兵
軍
人
軍
属
三
万
三
千
余
柱
の
御
霊
の
御
前
に
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

謹
ん
で
祭
文
を
奏
上
い
た
し
ま
す
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

祭 

文 
 

『
抑
々
世
界
各
国
が
各
々
其
の
所
を
得
、
相
倚
り
相
扶
け
て
萬
邦
共
栄
の
楽
を
偕
に
す
る
は
世
界
平
和
確
立
の
根
本
要
義
な

り 

然
る
に
米
英
は
自
国
の
繁
栄
の
為
に
は
他
国
家
、
他
民
族
を
抑
圧
し
、
特
に
大
東
亜
に
対
し
て
は
飽
く
な
き
侵
略
搾
取

を
行
ひ
、
大
東
亜
隷
属
化
の
野
望
を
逞
し
う
し
、
遂
に
は
大
東
亜
の
安
定
を
根
底
よ
り
覆
さ
ん
と
せ
り
。
大
東
亜
戦
争
の
原

因
こ
こ
に
存
す 

大
東
亜
各
国
は
相
提
携
し
て
大
東
亜
戦
争
を
完
遂
し
、
大
東
亜
を
米
英
の
桎
梏
よ
り
解
放
し
て
、
其
の
自

存
自
衛
を
全
う
し
、
左
の
綱
領
に
基
き
大
東
亜
を
建
設
し
以
て
世
界
平
和
の
確
立
に
寄
与
せ
ん
こ
と
を
期
す 

一
、
大
東
亜
各
国
は
協
同
し
て
大
東
亜
の
安
定
を
確
保
し
、
道
義
に
基
く
共
存
共
栄
の
秩
序
を
建
設
す 

一
、
大
東
亜
各
国
は
相
互
に
自
主
独
立
を
尊
重
し
互
助
敦
睦
の
実
を
挙
げ
、
大
東
亜
各
国
の
親
和
を
確
立
す 

一
、
大
東
亜
各
国
は
相
互
に
其
の
博
統
を
尊
重
し
、
各
民
族
の
創
造
性
を
伸
張
し
、
大
東
亜
の
文
化
を
昂
揚
す 

一
、
大
東
亜
各
国
は
互
恵
の
下
緊
密
に
提
携
し
、
其
の
経
済
発
展
を
図
り
、
大
東
亜
の
繁
栄
を
増
進
す 

一
、
大
東
亜
各
国
は
萬
邦
と
の
交
誼
を
篤
う
し
、
人
種
的
差
別
を
撤
廃
し
、
普
く
文
化
を
交
流
し
、
進
ん
で
資
源
を
開
放
し

て
以
て
世
界
の
進
運
に
貢
献
す
』 

  

こ
れ
は
今
を
遡
る
こ
と
七
十
年
前
の
今
月
六
日
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
八
年
十
一
月
六
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
大
東
亜

会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
共
同
宣
言
で
す
。 

  

わ
が
国
・
日
本
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
マ
レ
ー
半
島
コ
タ
バ
ル
上
陸
で
開
始
さ
れ
た
大
東
亜
戦
争
で
、
東
ア
ジ

ア
に
展
開
さ
れ
た
欧
米
列
強
に
よ
る
植
民
地
支
配
を
悉
く
覆
し
ま
し
た
。
以
降
約
二
年
に
亙
る
軍
事
的
勝
利
を
踏
ま
え
、

わ
が
国
は｢

民
族
解
放
・
民
族
自
決
の
大
号
令｣

を
発
し
ま
し
た
。
中
華
民
國(

王
精
衛)

、
タ
イ(

ワ
ン
ワ
イ
タ
ヤ
コ
ン)

、
満

州
國(

張
景
恵)

、
フ
ィ
リ
ピ
ン(

ラ
ウ
エ
ル)

、
ビ
ル
マ(

バ
ー
・
モ
ウ)
、
自
由
印
度
仮
政
府(

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ズ)

と
、

実
に
軍
政
下
に
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
除
く
す
べ
て
の
ア
ジ
ア
の
人
々
が
こ
の
理
念
の
も
と
に
結
集
し
た
の
で
す
。 

 

平
成
二
十
五
年
の
今
日
、
七
十
年
前
の
こ
の
宣
言
を
顧
み
る
に
、
そ
の
時
代
的
先
見
性
は
も
と
よ
り
、
政
治
的
公
明
性

や
道
徳
的
高
み
に
お
い
て
も
ア
ジ
ア
史
を
変
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
金
字
塔
で
し
た
。
今
日
の
ア
ジ
ア
情
勢
を
俯
瞰
す
る
に
、

先
の
大
戦
の
契
機
と
な
っ
た｢

米
英｣

を｢

支
那
・
中
共｣

と
置
き
か
え
て
見
れ
ば
尚
更
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

か
つ
て
わ
が
国
は
欧
米
列
強
の
重
圧
を
撥
ね
退
け
、
近
代
国
家
と
し
て
自
立
す
べ
く
、
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
明
治
天
皇
は
、
慶
応
四
年
に｢

五
箇
条
の
御
誓
文｣

を
布
告
、
明
治
十
五
年
に｢
軍
人
勅
諭｣

を
下
賜
、
明
治
二
十

二
年
に｢

大
日
本
帝
國
憲
法｣

を
発
布
、
そ
し
て
明
治
二
十
三
年
に｢

教
育
勅
語
」
を
渙
発
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
で
は
常
備
軍

と
近
代
法
、
そ
し
て
国
民
教
育
制
度
を
具
備
し
た
形
と
し
て
は
、
わ
が
国
は
有
色
人
種
唯
一
の
国
家
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
明
治
の
先
達
が
朝
鮮
半
島
の
自
立
を
賭
け
た
戦
い
で
あ
る
日
清
戦
争
で
勝
利
し
た
が
故
に
、
台
湾
は
わ
が
国
に
割
譲
さ

れ
た
の
で
す
。 

 

爾
来
、
日
台
両
民
族
の
渾
身
の
努
力
に
よ
り
、
台
湾
は
わ
が
国
で
も
有
数
の
慈
愛
溢
れ
る
豊
か
な
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
欧
米
諸
国
の
羨
望
の
的
と
な
り
、
朝
鮮
半
島
や
支
那
大
陸
に
お
け
る
満
州
國
と
同
様
、
国
家
建
設
の
お
手
本
と

さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
台
湾
の
皆
様
は｢

信
義｣

を
理
解
し
、
私
た
ち
日
本
人
と
接
す
る
中
で
、
武
徳
の

資
質
を
瞬
く
間
に
習
得
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

本
日
私
た
ち
は
台
湾
の
国
づ
く
り
に
全
力
を
奮
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
大
東
亜
宣
言
の
完
遂
に
む
け
て
血
書
嘆
願
ま
で

さ
れ
、
応
召
さ
れ
、
わ
が
国
・
日
本
の
国
軍
兵
士
と
し
て
、
ま
た
軍
属
と
し
て
命
を
楯
に
決
然
起
っ
て
散
華
さ
れ
た
同
胞

を
供
養
す
る
た
め
、
は
る
ば
る
日
本
か
ら
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

元
日
本
兵
軍
人
軍
属
と
し
て
世
界
史
を
変
革
す
る
表
舞
台
に
立
た
れ
、
戦
没
さ
れ
た
原
台
湾
人
の
皆
様
、
私
た
ち
は
平

成
十
一
年
以
来
、
宝
覚
寺
に
お
け
る
大
慰
霊
祭
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
三
万
三
千
余
柱
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ

と
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
顕
彰
事
業
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
更
に
充
実
・
拡
大
し
若
い
世

代
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
道
こ
そ
が｢

日
本
人
と
し
て
散
華
さ
れ
た
英
霊｣

に
お
応
え
す
る
務
め
で
あ
る
か

ら
で
す
。 

 
 

以
上
の
決
意
も
新
た
に
わ
が
国
の
近
代
史
に
比
類
な
き
勇
気
と
献
身
を
刻
ま
れ
た
英
霊
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
御
霊
の
平

安
を
心
よ
り
祈
念
し
、
慰
霊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 

日
台
の
生
命
の
絆 

死
守
せ
む
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吾 

日
本
の
一
角
に
起
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平
成
二
十
五
年 

 
 

 
 

 

民
國
百
二
年 

 
 

 
 

 
 

 

十
一
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 

皇
紀
ニ
千
六
百
七
十
三
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日
華(

台)

親
善
友
好
慰
霊
訪
問
団 

団
長 

小
菅 

亥
三
郎 


